
［
肢
体
］　
1
月
21
日（
木
）

受
付
　
13
時
～
14
時

と
こ
ろ
　
広
島
県
北
部
保
健
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
２
１
０

　
各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

1
月
26
日（
火
）・
2
月
9
日（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き
　
2
月
4
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き
　
2
月
12
日（
金
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
西
城
公
民
館

●
高
野
地
域

と
き
　
2
月
10
日（
水
）

13
時
～
16
時

と
こ
ろ
　
高
野
支
所

●
比
和
地
域

と
き
　
2
月
18
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
比
和
文
化
会
館

●
総
領
地
域

と
き
　
2
月
10
日（
水
）

9
時
～
11
時

と
こ
ろ
　
総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

鈎
０
８
２
４-

６
２-

２
５
７
２

　
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

1
月
21
日（
木
）・
2
月
18
日（
木
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童

課
子
育
て
支
援
係
へ
予
約
を
。

鈎
０
８
２
４-

７
３-

０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き
　
1
月
22
日（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所

保
健
福
祉
室
へ
予
約
を
。

鈎
０
８
４
７
７-

２-

５
１
３
１

［
庄
原
地
域
］

●
身
体
　
２
月
８
日（
月
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

●
知
的
　
２
月
９
日（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

［
東
城
地
域
］

●
身
体
・
知
的
　
２
月
19
日（
金
）

10
時
～
12
時

と
こ
ろ
　
東
城
支
所

［
比
和
地
域
］

●
身
体
・
知
的
　
２
月
２
日（
火
）

９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ
　
比
和
自
治
振
興
会
館

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
２
１
０

　
広
島
県
北
部
保
健
所
（
三
次

市
十
日
市
東
）
で
実
施
す
る
健

康
相
談
で
す
。
事
前
に
電
話
で

ご
予
約
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

●
心
の
健
康
相
談

　
ス
ト
レ
ス
、う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ

の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
　
1
月
19
日（
火
）

13
時
～
14
時
30
分

●
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け

ら
れ
ま
す
。
結
果
は
そ
の
日
に

お
知
ら
せ
で
き
ま
す
。
相
談
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き
　
2
月
10
日（
水
）

13
時
～
15
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

鈎
０
８
２
４-

６
３-

５
１
８
１

　
雪
合
戦
は
、「
ワ
ク
ワ
ク
」「
ド

キ
ド
キ
」、や
れ
ば
や
る
ほ
ど
熱

く
な
る
冬
の
団
体
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
今
年
で
13
回
目
を
迎
え
る
県

大
会
に
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
チ

ー
ム
が
初
参
戦
！
雪
の
コ
ー
ト

を
赤
く
染
め
上
げ
ま
す
。
も
し

か
す
る
と
ス
ラ
イ
リ
ー
が
応
援

に
駆
け
つ
け
る
か
も
。

　
会
場
に
は
、
雪
中
宝
さ
が
し

や
雪
上
フ
ラ
ッ
グ
奪
取
な
ど
の

ゲ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト
や
子
ど
も
神

楽
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
あ
り
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
め
る
内
容
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

と
き
　
2
月
6
日（
土
）・
7
日（
日
）

競
技
開
始

1
日
目
は
、12
時
45
分
～

2
日
目
は
、9
時
45
分
～

と
こ
ろ
　
高
野
ス
ポ
ー
ツ
広
場

問
い
合
わ
せ
　
大
会
事
務
局

（
高
野
支
所
地
域
振
興
室
）

鈎
０
８
２
４-

８
６-

２
１
１
１

　
寝
た
き
り
な
ど
重
度
の
介
護

が
必
要
な
人
を
、
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
家
族
な
ど
に
対
し
て
、

そ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

家
族
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
支
給
の
対
象
に
な
る

方
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
の
手
続
き
な
ど

に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
福
祉
課

介
護
保
険
係
ま
た
は
各
支
所
保

健
福
祉
担
当
室
、
市
内
の
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
在
宅
高
齢
者
の
該
当
要
件

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
居
住

し
て
い
る
人

②
要
介
護
4
ま
た
は
5
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人

③
在
宅
で
介
護
が
必
要
な
人

■
支
給
対
象
者

該
当
要
件
の
①
～
③
す
べ
て
に

該
当
す
る
人
を
平
成
21
年
8
月

1
日
か
ら
平
成
22
年
1
月
31
日

の
間
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

同
居
家
族
な
ど
に
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
額

在
宅
で
介
護
し
た
月
数
に
応
じ

て
、月
額
4
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

（
医
療
機
関
、介
護
保
険
施
設
な

ど
に
月
の
初
日
か
ら
終
わ
り
ま

で
入
院
、
入
所
し
て
い
た
月
は

除
き
ま
す
）

■
申
請
に
必
要
な
書
類

①
在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労

金
支
給
申
請
書
（
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
な
ど
の
確
認
印
が
必

要
で
す
）

②
口
座
振
替
依
頼
書（
す
で
に
提

出
さ
れ
て
い
る
方
は
不
要
で
す
）

③
印
鑑

※
①
、②
の
書
類
は
高
齢
者
福
祉

課
介
護
保
険
係
お
よ
び
各
支
所

保
健
福
祉
担
当
室
に
あ
り
ま
す
。

■
申
請
期
間

2
月
1
日（
月
）～
22
日（
月
）ま
で

■
支
給
の
時
期

3
月
下
旬
に
、
指
定
の
口
座
へ

振
り
込
み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
窓
口

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
保
健
福
祉
担
当
室

　
国
民
の
皆
さ
ん
の
年
金
に
対

す
る
信
頼
に
応
え
、
一
層
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を
目
指
し
、

社
会
保
険
庁
は
組
織
・
人
員
を

一
新
し
、「
日
本
年
金
機
構
」
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が

公
的
年
金
に
係
る
財
政
責
任
・

管
理
運
営
責
任
を
担
う
一
方
、

新
た
に
非
公
務
員
型
の
「
日
本

年
金
機
構
」
が
厚
生
労
働
大
臣

の
直
接
的
な
監
督
の
も
と
で
一

連
の
運
営
業
務
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

●
現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保

険
事
務
所
は
、新
た
に「
年
金
事

務
所
」と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
が
、

年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
と
し
て

引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、「
年
金
事
務
所
」は
、現
在

あ
る
社
会
保
険
事
務
所
の
建
物

を
そ
の
ま
ま
使
用
し
ま
す
の
で
、

所
在
地
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴

い
、
こ
れ
ま
で
社
会
保
険
庁
や

社
会
保
険
事
務
所
の
名
義
で
ご

案
内
し
て
い
た
各
種
の
関
係
書

類
は
、内
容
に
よ
り
、今
後
は
厚

生
労
働
省
ま
た
は
日
本
年
金
機

構
の
名
義
で
案
内
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
何
ら
か
の
手
続

き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

三
次
年
金
事
務
所

鈎
０
８
２
４-

６
２-

３
１
０
７

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
８

　
三
次
市
・
庄
原
市
・
広
島
経
済

同
友
会
備
北
支
部
・
観
光
協
会

な
ど
で
組
織
す
る
「
備
北
観
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」は
、観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
掲
載
な

ど
、参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
備
北
エ
リ

ア
の
広
域
観
光
に
取
り
組
み
、

昨
年
は
三
次
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
の

「
三
次
ワ
イ
ン
秋
祭
・
備
北
酔
い

処
ま
つ
り
」
の
実
施
や
備
北
の

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
備
北
の

か
が
や
き
・
秋
編
」の
作
成
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　
22
年
度
も
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
製
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
事
業
説
明

会
を
1
月
下
旬
に
開
催
し
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

備
北
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
事
務
局

（
三
次
市
役
所
三
良
坂
支
所
内
）

鈎
０
８
２
４
‐
４
４
‐
３
８
５
５

お 知 ら せお 知 ら せ
I n f o r m a t i o n

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

人
権
相
談（
特
設
）

定
期
巡
回
児
童
相
談

生
活
相
談

催
　
　
　
し
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障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

健
康
相
談

「
日
本
年
金
機
構
」が
ス
タ
ー
ト
！

社
会
保
険
庁
は
廃
止

在
宅
介
護
を
支
援
し
ま
す

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労
金

雪
合
戦
ひ
ろ
し
ま
in
高
野

そ
　
の
　
他

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
掲
載
す
る

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

宝石・メガネ・時計・補聴器・修理 〒727-0013  庄原市西本町2-19-1
ジョイフル 2F

メガネ・補聴器の職人技

【営業時間／午前9：30～午後7：30】

TEL.（0824）75-0037
〒727-0012  庄原市中本町2丁目1-3

【営業時間／8：15～19：00  定休日／第1・第3日曜日】

TEL.（0824）72-0377
〒728-0013  三次市十日市東4-1-30

ショッピングセンター  サングリーン2F

【営業時間／午前9：30～午後7：30】

TEL.（0824）65-0522
宝石・バッグ・舶来ウォッチ

ブランドショップタケダ0120-21-7655

金・プラチナ

お売り下さい
金・プラチナ

お売り下さい
金・プラチナ

宝石箱の中で眠っているリングやネックレス、
デザインが古くなって使っていない貴金属、是非お持ち下さい。

宝石箱の中で眠っているリングやネックレス、
デザインが古くなって使っていない貴金属、是非お持ち下さい。\19,000

12種類のレンズが選べるセット12種類のレンズが選べるセット

お売り下さい《メガネ出来上り価格》

メガネの御用命は「敬ちゃん時計店」及び「メガネハウス  タケダ」をご利用下さい。メガネの御用命は「敬ちゃん時計店」及び「メガネハウス  タケダ」をご利用下さい。

レンズ付
一式

金・プラチナ買取り専門ショップ

●その他、各種価格のメガネも出来ます。

①スタンダードレンズ
②非球面レンズ
③薄型非球面レンズ
④超薄型レンズ
⑤ガラスレンズ
⑥調光ガラスレンズ

⑦くもりにくいレンズ
⑧遠近両用レンズ（初めての方へ）

⑨遠近両用レンズ（薄型でスッキリ）

⑩遠近両用レンズ（ドライブに）

⑪中近両用レンズ（デスクワークに最適）

⑫近々両用レンズ（手元がワイドに）



お 知 ら せお 知 ら せ
I n f o r m a t i o n
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
も
皆
さ
ん
に
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
季
節
の

花
と
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
お

迎
え
し
ま
す
。

　
公
園
の
冬
の
風
物
詩
「
冬
咲

き
ぼ
た
ん
展
」を
1
月
9
日（
土
）

か
ら
2
月
28
日（
日
）ま
で
開
催

し
ま
す
。

　
こ
の
展
示
は
、
冬
に
咲
く
よ

う
に
開
花
時
期
を
調
整
し
た
ボ

タ
ン
の
花
鉢
を「
ひ
ば
の
里
・
さ

と
や
ま
屋
敷
」
に
展
示
す
る
も

の
で
、
花
と
屋
敷
の
風
情
が
相

ま
っ
て
味
わ
い
の
あ
る
景
色
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
こ
の
時

期
な
ら
で
は
の
企
画
展
示
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
花
鉢
に
は
、
わ
ら
の
コ
モ
が

か
ぶ
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
か

わ
い
ら
し
い
様
子
が
人
気
を
呼

ん
で
い
ま
す
。
雪
の
積
も
っ
た

景
色
は
一
段
と
風
情
が
あ
る
の

で
、
良
い
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン

ス
に
も
恵
ま
れ
ま
す
。

　
ボ
タ
ン
は
本
来
４
月
～
５
月

に
開
花
す
る
花
で
す
が
、
公
園

の「
冬
咲
き
ぼ
た
ん
」は
ボ
タ
ン

の
株（
鉢
）を
低
温
庫
へ
入
れ
て

温
度
調
整
を
し
て
、
そ
の
後
低

温
庫
か
ら
取
り
出
し
て
肥
培
管

理
を
す
る
こ
と
で
冬
に
咲
か
せ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
冬
咲
き
ぼ
た
ん
」
は
、

島
根
県
で
育
て
ら
れ
た
も
の
で

す
。
松
江
市
八
束
町
の
大
根
島

で
は
、開
花
時
期
の
調
整（
低
温

処
理
）技
術
を
用
い
て
、冬
に
咲

か
せ
た
ボ
タ
ン
を
出
荷
し
て
い

ま
す
。
こ
の
調
整
技
術
は
特
許

と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　
昔
か
ら
美
人
の
形
容
に
「
立

て
ば
芍
薬
（
し
ゃ
く
や
く
）
、
座

れ
ば
牡
丹
（
ぼ
た
ん
）
、
歩
く
姿

は
百
合
（
ゆ
り
）
の
花
」
と
あ
る

よ
う
に
、
色
鮮
や
か
な
花
を
咲

か
せ
る
ボ
タ
ン
。花
色
も
赤
・
白
・

桃
・
紫
・
黄
な
ど
が
あ
り
、
形
も

変
化
に
富
ん
だ
豪
華
な
花
を
咲

か
せ
る
こ
と
か
ら
、富
貴
・
繁
栄

を
表
す
縁
起
の
良
い
”富

貴
花
“
、

”花
王
“
と
も
呼
ば
れ
、中
国
で

は
”花

と
い
え
ば
ボ
タ
ン（
国
花
）

を
指
す
“
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
冬
咲
き
ぼ
た
ん
展
」期
間
中

に
は
、と
ん
ど
焼
や
豆
餅
つ
き
、

寒
仕
込
み
の
”み

そ
作
り
“
な

ど
の
体
験
、
和
紙
を
使
っ
た
折

り
紙
教
室
な
ど
、
歳
時
記
に
あ

わ
せ
た
各
種
催
し
物
も
開
催
し

ま
す
。

　
花
や
イ
ベ
ン
ト
の
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
、
公
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

冬
咲
き
ぼ
た
ん
展

ボ
タ
ン
の
裏
話

歳
時
記
イ
ベ
ン
ト

　
市
は
平
成
18
年
度
か
ら
3
年

間
で
希
望
さ
れ
る
地
域
に
小
型

除
雪
機
を
配
備
し
ま
し
た
。毎
年
、

雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
全
国

で
小
型
除
雪
機
に
よ
る
事
故
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。小
型
除
雪

機
を
使
用
さ
れ
る
際
に
は
次
の

点
に
注
意
し
て
操
作
し
ま
し
ょ
う
。

①
雪
詰
ま
り
を
除
去
す
る
と
き

や
機
械
を
点
検
す
る
と
き
は
、必

ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

②
雪
詰
ま
り
を
除
去
す
る
と
き

は
、
必
ず
雪
か
き
棒
を
使
っ
て

く
だ
さ
い
。

③
機
械
を
操
作
す
る
と
き
は
、

足
も
と
や
後
方
の
障
害
物
に
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

④
除
雪
作
業
を
す
る
と
き
は
、周

囲
に
人
を
近
づ
け
な
い
で
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
自
治
振
興
課

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
２
０
９

　
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制

度
の
申
請
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
7
月
31
日
現
在
、

庄
原
市
の
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

で
、
対
象
と
な
る
方
に
は
勧
奨

通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
そ
の
他
の
医
療
保
険
加
入
者

で
対
象
と
な
る
方
は
、「
介
護
保

険
自
己
負
担
証
明
書
」を
添
え
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
保
険
の
窓
口

へ
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
生
活
室
・
保
健
福
祉
室
で「
介

護
保
険
自
己
負
担
証
明
書
」
の

交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
６
７

正
し
い
操
作
で
安
全
除
雪

備北公園管理センター
鈎0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

１月９日（土）～２月28日（日）

備北
丘陵公園
だより

備北
丘陵公園
だより

「冬咲きぼたん展」
新春の公園に華やかな彩り

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出
場
者
、全
国
・

県
レ
ベ
ル
の
大
会
、市
が
共
催
す
る

各
種
大
会
な
ど
の
上
位
入
賞
者
を

掲
載
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

あ
�
ぱ
れ
庄
原

あ
�
ぱ
れ
庄
原

あ
�
ぱ
れ
庄
原

県
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

種
目
別
選
手
権
大
会

県
　
大
　
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

庄
原
市
人
権
作
品

そ
　
の
　
他

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

庄
原
市

ス
タ
ー
式
駅
伝
大
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

介
護
保
険
自
己
負
担
証
明
書
の
申
請

（
10
月
18
日
・
広
島
市
）

▼
砲
丸
投
　
第
１
位
　

大
元
　
理
宏（
三
次
高
３
年
・
総
領
町
）

▼
標
語
の
部【
応
募
８
８
７
作
品
】

●
最
優
秀
賞

加
藤
　
千
尋（
庄
原
中
1
年
）

｢
言
わ
な
い
で
！
自
分
が
言
わ
れ

て
嫌
な
こ
と｣

●
優
秀
賞

や
ま
し
た
な
る
き(

小
奴
可
小
１
年)

見
川
　
遼
佑(
八
幡
小
1
年)

森
山
　
天
晴(

高
小
２
年)

稲
垣
梨
菜
姫(

内
堀
小
２
年)

中
浜
　
里
菜（
東
小
３
年
）

岩
本
　
　
和(

小
奴
可
小
３
年)

国
重
　
成
馬(

庄
原
小
４
年)

水
口
　
智
哉(

高
野
小
４
年)

保
本
た
く
ろ
う(

東
小
５
年)

松
栄
　
有
香(

小
奴
可
小
５
年)

吉
森
　
千
夏(

峰
田
小
６
年)

松
島
　
由
実(

高
野
小
６
年)

徳
政
　
美
穂(

庄
原
中
１
年)

長
岡
　
里
子（
庄
原
中
１
年)

西
川
　
　
峻(

東
城
中
２
年)

桑
原
　
　
梓(

東
城
中
２
年)

阿
舎
利
翔
太(

庄
原
中
３
年)

大
掛
　
智
宣（
庄
原
中
3
年
）

▼
作
文
・
詩
の
部(

応
募
33
作
品)

●
最
優
秀
賞

六
原
　
眞
子(

東
城
中
２
年)

「
少
し
ず
つ
心
通
わ
せ
て
」

●
優
秀
賞

田
辺
　
愛
実(

東
城
中
2
年)

岡
村
　
優
利（
東
城
中
2
年
）

▼
詩
画
・
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
写
真
・

オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
の
部

(

応
募
40
作
品)

●
最
優
秀
賞

水
上
　
健
太(

庄
原
中
1
年)

「
ま
ず
は
　
笑
い
を
　
自
分
か
ら
」

●
優
秀
賞

西
山
さ
や
の(

庄
原
小
２
年)

白
根
　
雄
太(

口
南
小
６
年)

（
12
月
6
日
・
上
野
総
合
公
園
陸

上
競
技
場
発
着
）

▼
中
学
校
の
部（
17
チ
ー
ム
）

第
１
位
　
庄
原
中
学
校
A

第
２
位
　
十
日
市
中
学
校
A

第
３
位
　
庄
原
中
学
校
B

▼
女
子
中
学
校
の
部（
5
チ
ー
ム
）

第
１
位
　
庄
原
中
学
校
A

第
２
位
　
十
日
市
中
学
校

第
３
位
　
庄
原
中
学
校
B

▼
女
子
一
般
の
部（
5
チ
ー
ム
）

第
１
位
　
T
e
a
m
に
く
き
ゅ
う

※
大
会
新
記
録

第
２
位
　
庄
原
赤
十
字
病
院

第
３
位
　
カ
レ
ー
鍋

▼
高
校
の
部（
12
チ
ー
ム
）

第
１
位
　
広
島
国
際
学
院
高
等
学
校
A

※
大
会
新
記
録

第
２
位
　
庄
原
格
致
高
等
学
校
A

第
３
位
　
瀬
戸
内
高
等
学
校
A

▼
職
域
の
部（
27
チ
ー
ム
）

第
１
位
　
三
次
市
役
所
A

第
２
位
　
広
島
大
学
病
院

第
３
位
　
備
北
消
防
A

▼
一
般
の
部（
17
チ
ー
ム
）

第
１
位
　
ク
ロ
カ
ン
ク
ラ
ブ
A

第
２
位
　
甲
奴
郡
陸
友
会

第
３
位
　
東
広
島
男
塾

▼
市
内
の
部（
29
チ
ー
ム
）

第
１
位
　
ク
ロ
カ
ン
ク
ラ
ブ
A

第
２
位
　
庄
原
赤
十
字
病
院
A

第
３
位
　
朝
霧
親
耕
会
R
C

※
該
当
す
る
方
の
情
報
は

企
画
課
広
報
統
計
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
９

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。



お 知 ら せお 知 ら せ
I n f o r m a t i o n

集団で越冬する「テントウムシ」

広報 3435 広報 2010. 12010. 1

市街地の空き店舗を活用した、
各種展示ができる市民ギャラリーです。

「春を告げる　せつぶん草展」
（写真、絵手紙、俳句など）
とき　２月９日（火）～11日（木）
　　　10時～17時

　庄原市文化協会事務局　鈎0824-72-5453
　商工観光課商工観光係　鈎0824-73-1179
※展示を希望される団体（または個人）はお申し込み
ください。使用料はいりません。

　今月号は、特集などで「地域の個性を生かす」と

いうテーマを取り上げました。庄原市の「冬の厳

しい寒さや積雪量の多さ」も地域の個性の一つで

す。その個性を生かそうと、この冬、高野町で雪室

の実証実験が行われます。東北などでは、すでに

雪室で日本酒や米、野菜などを貯蔵し、地域の特

産品として販売されているようです。このように

「厳しい寒さや雪」も、さまざまな生かし方がある

のではないかと感じました。寒さに負けず、生か

すことをどんどん考えたいですね。

市民ギャラリー「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ

しょうばら九日市

鈎0824-75-4411

毎月９日は、しょうばら九日市
★出展者募集中! あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締切です。
★申し込みは
　交流サロンラッキー　鈎0824-72-0075まで

詳しくはHPで http://kunchi-ichi.main.jp

２
月

《と　き》　２月９日（火）　10時～14時
《ところ》　中本町商店街周辺
　　　　　（のぼりが目印）

休日診療のご案内

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。

１月・２月の休日診療については、次のとおりです。

１月・２月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

●庄原地域

●東城地域

1月11日（月）

17日（日）

24日（日）

31日（日）

2月　7日（日）

戸谷医院

牧原医院

河本医院

笠間医院

庄原赤十字病院

鈎0824-72-3131

鈎0824-72-0057

鈎0824-75-0311

鈎0824-72-0535

鈎0824-72-3111

広報日記

問

市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

犬・猫の引き取り
鈎0824-72-1398環境衛生課問

人の動き
平成21年11月末日現在

日本の女性の社会参画度は？
男女共同参画コーナー 鈎0824-73-1243

鈎0824-73-1145
鈎0824-73-1175
鈎0824-73-1197

●税務課収納係
●下水道課管理係
●水道課業務係

女性児童課

糸

￥

庄原市役所 　女 性 児 童 課　鈎0824-73-1243

配偶者・パートナーからの

暴力（DV）で悩んでいませんか
～あなたは“ひとり”じゃない～

広 島 県 西 部 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 　 女 性 相 談 課
（配偶者暴力相談支援センター・婦人相談所）鈎082-254-0391

広 島 県 北 部 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 　 相 談 援 助 課
（配偶者暴力相談支援センター）鈎0824-63-5181（内線2313）

献血のご案内
鈎0824-73-1155保健医療課

献血をつぎのとおり実施します。
皆さんのご協力をお願いします。

問

実施日 会　場 受付時間

１月
29日（金）

庄原市役所
10時～11時30分
12時30分～15時

◎と　き　２月13日（土）　９時～12時
◎ところ　市役所本庁舎

※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、事業担当課
へお願いします。

ふれあい市長室の日程
鈎0824-73-1159企画課広報統計係問

◎癒しの空間づくりKouza
春に向けての土づくり～球根を植えよう～
とき　１月29日（金）
　　　朝の部　10時30分～12時30分
　　　昼の部　13時30分～15時30分
参加費　1,500円　定員　各15人
◎かずら教室
～花かご編んでドライフラワーを飾ろう～
とき　２月19日（金）10時～12時
参加費　1,300円　定員　20人
◎草木染め教室
～エプロンとバンダナ～
とき　２月22日（月）
　　　朝の部　９時～12時
　　　昼の部　13時～15時30分
参加費　3,900円　定員　各10人
申込締切　２月12日（金）

展示
◎手仕事　里山の干支展
期間　１月31日（日）まで

1月11日（月）

17日（日）

24日（日）

31日（日）

2月　7日（日）

こぶしの里病院

細川医院

東城病院

こぶしの里病院

日伝病院

鈎08477-2-5255

鈎08477-2-0054

鈎08477-2-2150

鈎08477-2-5255

鈎08477-2-2180

　国連開発計画(UNDP)は昨年10月に各国の国民生活の豊

かさを示す『人間開発報告書2009』において、ジェンダー・

エンパワメント指数(GEM)を発表しました。日本の順位は

次のとおりです。

　これらの指数を見ると、日本は、人間開発の達成度では世

界的に高い水準ですが、政治経済活動などにおける女性の

参画が不十分であるようです。女性の能力が十分発揮でき

る場を、もっと広げていきたいですね。ちなみに、GEMの1

位はスウェーデン、2位ノルウェー、3位フィンランドでした。

比和自然科学博物館 鈎0824-85-3005

開館　９時～17時

【１～２月のイベント情報】

総領
地域

庄原
地域

西城
地域

東城
地域

口和
地域

高野
地域

比和
地域

毎月第2水曜日
1月13日、2月10日

毎月第1～第4火曜日
1月12日・19日・26日
2月2日・9日・16日・23日

毎月第１・第3木曜日
1月7日・21日、2月4日・18日

毎月第1・第3木曜日
1月7日・21日、2月4日・18日

  9：40～  9：50
10：20～10：30

毎月第4木曜日
1月28日、2月25日

毎月第4木曜日
1月28日、2月25日

毎月第4木曜日
1月28日、2月25日

  9：40～  9：50

11：00～11：10
11：25～11：35
11：50～12：00

  9：00～  9：10

11：40～11：50

13：20～13：30

13：50～14：00

小奴可研修センター
東城文化会館

総領支所
（スクールバス駐車場）

東自治振興センター
市役所車庫
敷信自治振興センター

西城支所前

口和支所前駐車場

高野支所横

比和支所

●住民基本台帳登載人口
　人口　41,207人（前年比－564人）
　男　　19,552人（前年比－245人）
　女　　21,655人（前年比－319人）
　世帯数　16,076世帯（前年比－24世帯）

●外国人登録人口
　人口　322人（前年比－13人）

　11月木の葉の落ちる頃になると、樹木の幹などで陽光を受
けて動きまわったり、静止したりする姿が見られます。よく観
察すると付近に沢山の個体がいることがあります。
　これらは、羽の紋様がさまざまで、一見いろいろな種類のテ
ントウムシかと思われますが、これはナミテントウといい、一
般的にテントウムシと呼ばれるものです。
　テントウムシは冬期、木の葉の堆積した場所や枯れ木と枯れ
木の間など、温度変化の少ない物陰などで集団になり身を寄せ
ながら春を待ちます。
　テントウムシ科は、日本では162種が確認されています。当
館には1.2㌢の大型の種類からルーペを使用しないと見ること
のできない小さなものまで約70種類の標本を所蔵しています。

平均寿命、教育水準、一人当た
りのGNPから算出

HDI 【人間開発指数】
（人間の能力開発の指数)

182ヵ国中10位

国会議員や管理職などの女性
比率、男女の所得差から算出

GEM【ジェンダー・エンパワメント指数】
（女性の社会参画の指数)

109ヵ国中57位

　政府は、毎年２月７日を「北方領土の日」
と定め、国を挙げて北方領土返還要求運動
を進めています。
　私たち一人一人の声を結集し、みんなで
協力し合って北方領土の早期返還を実現さ
せましょう。

問い合わせ
北方領土返還要求運動広島県民会議
（広島県県民活動課内）
鈎082-513-2721

四島（しま）返還
日ロ（にちろ）の明日を　ひらく鍵


